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目次 

 

第３章 会場内キャッシュレス決済データ分析 

 

（略） 

 

3.3  決済データに基づく利用者の特徴  

＜国内外比較＞  

＜１人当たりの利用金額＞  

＜日本人の年代別の特徴＞  

＜日本人の居住地別の傾向＞  

＜居住エリア別の決済利用者人数推移＞  

＜大阪府在住者の 1人あたり利用金額および 1人あたり来場回数の推移＞  

＜来場回数の増加に伴う、1来訪時の 1人あたり利用金額の推移＞  

＜会場内決済利用者と会場内決済未利用者の志向比較＞  

＜国・地域別の人数・件数・利用金額の構成比と 1人あたり利用金額＞  

3.4  参考情報：大阪・関西万博独自電子マネー「ミャクペ！」および顔認証決済  

＜大阪・関西万博独自電子マネー「ミャクペ！」＞  

＜顔認証決済＞ 

 

（略） 

 

第７章 インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向  

7.1  調査概要  

7.2  インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費傾向  

＜国・地域別のインバウンド会場外での 1人あたり利用金額と日本滞在日数＞ 

＜インバウンドにおける会場内決済利用者と会場内決済未利用の大阪府来訪者の

消費カテゴリー別の利用率＞  

 

（略） 

内容 

 

第３章 会場内キャッシュレス決済データ分析 

 

（略） 

 

3.3  決済データに基づく利用者の特徴  

（新設） 

 

 

 

 

 

＜来場回数の増加に伴う、1来訪時の 1人あたり利用金額の推移＞  

＜会場内決済利用者と会場内決済未利用者の志向比較＞ 

（新設） 

 

 

 

 

（略） 

 

第７章 インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向  

7.1  調査概要  

7.2  インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費傾向  

（新設） 

＜インバウンドにおける会場内決済利用者と会場内決済未利用の大阪府来訪者の

消費カテゴリー別の利用率＞ 

（略） 
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第１章 総論 

 

（略） 

 

1.2 総括 

＜大阪・関西万博における全面的キャッシュレス決済の実施と成果＞ 

（略） 

２．多様な決済手段を用意し、また、十分な周知活動を行った結果、これだけの規模

の全面的キャッシュレスを行っても来場者からは大きな不満が出なかった（８・９

ページ参照）。利用された決済手段を会場外と比較するとコード決済、電子マネー

比率が高くなっている（１１ページ参照）。こうした決済手段を含め、会場内でのキ

ャッシュレス決済は普段キャッシュレス決済を利用しない者にとっても利用しやす

いものとなっていたと考えられ、今後普段の生活でもキャッシュレス決済を使い

たいとの意向を示す利用者が９割を超えた（９ページ参照）。現金志向が高いと言

われる我が国においても、利便性の高い環境を用意すれば、高齢者を含む消費者

に全面的キャッシュレスが受け入れられる素地が十分にあることが確認できた意

義は大きいと考える。 

３．店舗側における全面的キャッシュレスの意義も改めて確認された。全面的キャッ

シュレスにしたことで、現金管理の手間の削減や業務効率の向上、さらに現金取

り扱いリスクの削減を感じた店舗は９割を超えている（２４ページ参照）。通常の

店舗と比較すると、決済関連作業に要する合計時間は１０分の１に短縮され（２９・

３０ページ参照）、また、レジ１回当たりの決済時間は約２倍の高速化を実現し（３

０ページ参照）、決済の時間短縮による店舗の回転率の向上は、特に多くの人が

集まる大規模イベントなどでは効果が大きいと考えられる。 

また、参加店舗を対象としたアンケートでは７割超の店舗が「今後もキャッシュレ

スを取り入れたい」と回答している（２６ページ参照）。上記のメリットを活かす形

での大規模イベントでの全面的キャッシュレスの経験が、その他の店舗でのキャッ

シュレス導入につながる可能性があり、大規模イベント等での全面的キャッシュレ

第 1章 総論 

 

（略） 

 

1.2 総括 

＜大阪・関西万博における全面的キャッシュレス決済の実施と成果＞ 

（略） 

２．多様な決済手段を用意し、また、十分な周知活動を行った結果、これだけの規模

の全面的キャッシュレスを行っても来場者からは大きな不満が出なかった（７・８

ページ参照）。利用された決済手段を会場外と比較するとコード決済、電子マネー

比率が高くなっている（１０ページ参照）。こうした決済手段を含め、会場内でのキ

ャッシュレス決済は普段キャッシュレス決済を利用しない者にとっても利用しやす

いものとなっていたと考えられ、今後普段の生活でもキャッシュレス決済を使い

たいとの意向を示す利用者が９割を超えた（８ページ参照）。現金志向が高いと言

われる我が国においても、利便性の高い環境を用意すれば、高齢者を含む消費者

に全面的キャッシュレスが受け入れられる素地が十分にあることが確認できた意

義は大きいと考える。 

３．店舗側における全面的キャッシュレスの意義も改めて確認された。全面的キャッ

シュレスにしたことで、現金管理の手間の削減や業務効率の向上、さらに現金取

り扱いリスクの削減を感じた店舗は９割を超えている（１７ページ参照）。通常の店

舗と比較すると、決済関連作業に要する合計時間は１０分の１に短縮され（２２・２

３ページ参照）、また、レジ１回当たりの決済時間は約２倍の高速化を実現し（２３

ページ参照）、決済の時間短縮による店舗の回転率の向上は、特に多くの人が集

まる大規模イベントなどでは効果が大きいと考えられる。 

また、参加店舗を対象としたアンケートでは７割超の店舗が「今後もキャッシュレ

スを取り入れたい」と回答している（１９ページ参照）。上記のメリットを活かす形

での大規模イベントでの全面的キャッシュレスの経験が、その他の店舗でのキャッ

シュレス導入につながる可能性があり、大規模イベント等での全面的キャッシュレ
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スは、キャッシュレス推進のために重要な取り組みとなり得る。 

４．一方、各店舗からは、全面的キャッシュレスに対する課題として、手数料等の運営

コストの増加、キャッシュレス以外の選択肢がないことへの顧客からの苦情、機

器・通信等のトトラブルによるキャッシュレス決済利用不能などが挙げられている

（２４ページ参照）。会場においては、決済端末の無償貸与（一部に限り有償貸

与）、来場者サポート体制の構築（キャッシュレスに不慣れな来場者向けの案内窓

口の設置とプリペイドカードの販売、65の営業店舗への現金チャージ機の設置

等）、障害発生時の早期復旧体制の整備とシステム障害発生時の現金によるバッ

クアップ体制の用意など様々な準備を整えていたが、今後、社会全体のキャッシ

ュレス決済比率を上げていくためには、こうした課題への対応が鍵になるものと

考えられる。 

 

（略） 

 

1.3 主な分析結果 

 

 （略） 

  

万博会場内のキャッシュレス決済利用者の評価 ※P7～ 

 

（略） 

 

決済手段ごとの傾向 ※P1１～ 

1.万博会場内での決済手段の分布については、市場と比べてコード決済、電子マネー比

率が高い。 

2.決済手段別でみるとクレジットと国内コード決済で全体の８割強を占めている。 

3.会期中の月別の売上推移において、いずれの決済手段においても会期後半に利用金

額が大幅に増加した。 

スは、キャッシュレス推進のために重要な取り組みとなり得る。 

４．一方、各店舗からは、全面的キャッシュレスに対する課題として、手数料等の運営

コストの増加、キャッシュレス以外の選択肢がないことへの顧客からの苦情、機

器・通信等のトトラブルによるキャッシュレス決済利用不能などが挙げられている

（１７ページ参照）。会場においては、決済端末の無償貸与（一部に限り有償貸与）、

来場者サポート体制の構築（キャッシュレスに不慣れな来場者向けの案内窓口の

設置とプリペイドカードの販売、65の営業店舗への現金チャージ機の設置等）、

障害発生時の早期復旧体制の整備とシステム障害発生時の現金によるバックア

ップ体制の用意など様々な準備を整えていたが、今後、社会全体のキャッシュレ

ス決済比率を上げていくためには、こうした課題への対応が鍵になるものと考え

られる。 

 

（略） 

 

1.3 主な分析結果 

 

 （略） 

 

万博会場内のキャッシュレス決済利用者の評価 ※P６～ 

 

（略） 

 

決済手段ごとの傾向 ※P10～ 

1.万博会場内での決済手段の分布については、市場と比べてコード決済、電子マネー比

率が高い。 

2.決済手段別でみるとクレジットと国内コード決済で全体の８割強を占めている。 

3.会期中の月別の売上推移において、いずれの決済手段においても会期後半に利用金

額が大幅に増加した。 
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4.日本人とインバウンド（訪日外国人）の会場内決済利用比率は、金額ベースで 9:1と

なった。 

 

決済データに基づく利用者の特徴 ※P1３～ 

１．日本人のリピーターの１来場あたりの利用金額は、来場回数が増加しても減少すること

はなく、１～５回目の来場と比較して 20回目の来場時点で約 0.3％（23円）微増と

なった。会期中にナショナルデーなどのイベントが連日行われたほか、様々なグッズの

限定商品などの入れ替えがあり、購買意欲が衰えない「飽きのこない万博」を実現した

ことが一因と考えられる。 

２．（略）  

３．インバウンドについては、「1人あたりの利用金額が比較的低いものの決済利用者が多

いアメリカ」と、「決済利用人数は少ないものの 1人あたりの利用金額が高い台湾・香

港」の決済利用者が万博内での消費を牽引しており、この 3地域でインバウンド全体

の利用金額の約 4割を占めている。 

 

会場内店舗アンケート調査（開幕直後）※P20～ 

 

（略） 

 

会場内店舗アンケート調査（閉幕直前）※P22～ 

 

（略） 

 

個別店舗調査（１ヵ月程度の通常店舗と万博店舗との比較）※P28～ 

 

（略） 

 

日本人万博来場者のキャッシュレス傾向変化 ※P35～ 

（新設） 

 

 

決済データに基づく利用者の特徴 ※P12～ 

１．日本人のリピーターの１来場あたりの利用金額は、来場回数が増加しても大きく減少

することはなく、１～５回目の来場と比較して 20回目の来場時点で約５％（450円）

の減少にとどまった。会期中にナショナルデーなどのイベントが連日行われたほか、

様々なグッズの限定商品などの入れ替えがあり、「飽きのこない万博」を実現したこと

が一因と考えられる。 

２．（略）  

（新設） 

 

 

 

 

会場内店舗アンケート調査（開幕直後）※P１３～ 

 

（略） 

 

会場内店舗アンケート調査（閉幕直前）※P１５～ 

 

（略） 

 

個別店舗調査（１ヵ月程度の通常店舗と万博店舗との比較）※P２１～ 

 

（略） 

 

日本人万博来場者のキャッシュレス傾向変化 ※P２８～ 
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（略） 

 

インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向 ※P37～ 

 

（略） 

 

第３章 会場内キャッシュレス決済データ分析 

 

（略） 

 

【3.3 決済データに基づく利用者の特徴】 

項目 内容 

調査対象 

 

 

  

日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235 店舗）および協会決済

システム以外の決済利用店舗（海外 15 パビリオン）での三井住友カード発

行のクレジットカード・iD 決済 

※＜会場内決済利用者と会場内決済未利用者の志向比較＞のみ協会決

済システム以外の決済利用店舗（海外 15 パビリオン）を除く 

※日本人の年代別および居住地別の傾向のみ JCB 発行カードの決済も対象 

インバウンド:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235 店舗）での海外発行

の Visa、Mastercard、銀聯決済 

調査方法 三井住友カードの決済データによる分析 

調査期間 
 

2025 年 4 月 13 日～10 月 13 日 

 

（略） 

 

（略） 

 

インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向 ※P3０～ 

 

（略） 

 

第３章 会場内キャッシュレス決済データ分析 

 

（略） 

 

【3.3 決済データに基づく利用者の特徴】 

項目 内容 

調査対象 

 

 

  

日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235 店舗）および協会決済

システム以外の決済利用店舗（海外 15 パビリオン）での三井住友カード発

行のクレジットカード・iD 決済 

※＜会場内決済利用者と会場内決済未利用者の志向比較＞のみ協会決

済システム以外の決済利用店舗（海外 15 パビリオン）を除く 

（新設） 

 

  

調査方法 三井住友カードの決済データによる分析 

調査期間 
 

2025 年 4 月 13 日～８月 31 日 

 

（略） 
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3.2  全体の決済手段別の傾向 

 

（略）  

 

＜詳細な決済手段別＞ 

利用された決済手段の内訳は、1位が Visa/Mastercardを中心とする「クレジッ

ト」で 47.1％、2位が PayPayが最も高い割合を占める「国内コード決済」で

35.2％、3位が交通系 ICの利用が一番多い「電子マネー」で 16.9％となっており、

「クレジット」と「国内コード決済」で全体の８割強を占めている。  

 

※会場内決済データ（2025.4.13～10.13） 

＜会期中の売上推移＞ 

会期中の決済手段の構成比に大きな変化は見られなかったものの、会期が後半に進

むにつれて、すべての決済手段においても会場内での利用金額が大幅に増加した。 

 

 

3.2  全体の決済手段別の傾向 

 

（略）  

 

＜詳細な決済手段別＞ 

利用された決済手段の内訳は、1位が Visa/Mastercardを中心とする「クレジット」

で 47.1％、2位が PayPayが最も高い割合を占める「国内コード決済」で 35.2％、

3位が交通系 ICの利用が一番多い「電子マネー」で 16.9％となっており、「クレジッ

ト」と「国内コード決済」で全体の８割強を占めている。  

 

※会場内決済データ（2025.4.13～10.13） 

＜会期中の売上推移＞ 

会期中の決済手段の構成比に大きな変化は見られなかったものの、会期が後半に進む

につれて、すべての決済手段においても会場内での利用金額が大幅に増加した。 
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※会場内決済データ（2025.4.13～10.13） 

 

3.3  決済データに基づく利用者の特徴 

＜国内外比較＞ 

日本人とインバウンド（訪日外国人）の会場内決済利用比率は、金額ベースでおよそ 9

対 1となっている。 

 
※期間:2025.4.13～10.13 

※国内および海外発行の Visa、Mastercard、銀聯での決済を対象に集計 

 
※会場内決済データ（2025.4.13～10.13） 

 

3.3  決済データに基づく利用者の特徴 

（新設） 
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＜１人当たりの利用金額＞ 

日本人の 1人あたりの累計利用金額は約 14,000円、インバウンドは約 9,000円

であり、日本人の方が約 5,000円高い。一方で、1来場あたりの利用金額は日本人・

インバウンドともに約 7,400円とほぼ同水準である。この差は、会期中の 1人あたり

の平均来場日数が、日本人は 2.0日、インバウンドは 1.3日と、日本人の来場回数

（滞在日数）が多いことによるものと考えられる。 

 
※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレジットカード・iD決済

（2025.4.13～10.13） 

※ インバウンド:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）での海外発行の Visa、Mastercard、銀聯の決済（2025.4.13～10.13） 

 

＜日本人の年代別の特徴＞ 

日本人の年代別では、人数では 20代が一番多く、金額・人単価ではともに 40‐50

代が一番高い。 

 

※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレジ

ットカード・iD決済、JCB発行カード決済（2025.4.13～10.13） 

 

＜日本人の居住地別の傾向＞ 

日本人の中でも、近隣府県在住（特に関西在住）の決済利用者は会期中の 1人あたり

の利用金額が多く、万博内での消費を大きく牽引している。実際に利用金額の上位

10位を占める関西在住者だけで利用金額全体の約 6割を占めている。 
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※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレジ

ットカード・iD決済、JCB発行カード決済（2025.4.13～10.13） 

＜居住エリア別の決済利用者人数推移＞ 

日本人の居住エリア別の決済利用者人数の推移を時系列別でみると、夏季に南関東

（東京・神奈川・千葉）からの決済利用者が増加しており、夏休みを利用して遠方から決

済利用者が増えたと考えられる。 

 
※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレジ

ットカード・iD決済（2025.4.13～10.13） 

 

＜大阪府在住者の 1人あたり利用金額および 1人あたり来場回数の推移＞ 

大阪府在住の方は、7月～8月の夏休み期間に 1人あたり利用金額および 1人あた

り来場回数が伸びている。1人あたりの日数も伸びており、夏パスを利用したリピータ

ーの増加が影響していると考えられる。 
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※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレジ

ットカード・iD決済（2025.4.13～10.13） 

 

＜来場回数の増加に伴う、1来訪時の 1人あたり利用金額の推移＞ 

日本人のリピーターの１来場あたりの利用金額は、来場回数が増加しても大きく減少

することはなく、１～５回目の来場と比較して 20回目の来場時点で約 0.3％（23

円）微増となった。これは、会期中にナショナルデーなどのイベントが連日行われたほ

か、様々なグッズの限定商品などの入れ替えがあり、購買意欲が衰えない「飽きのこな

い万博」を実現したことが一因と考えられる。 

 

   1～5回目の来場での 1来場あたりの 1人あたり利用金額 7,451円 

   16～20回目の来場での 1来場あたりの 1人あたり利用金額 7,474円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜来場回数の増加に伴う、1来訪時の 1人あたり利用金額の推移＞ 

日本人のリピーターの１来場あたりの利用金額は、来場回数が増加しても大きく減少

することはなく、１～５回目の来場と比較して 20回目の来場時点で約６％（450円）

の減少にとどまった。これは、会期中にナショナルデーなどのイベントが連日行われた

ほか、様々なグッズの限定商品などの入れ替えがあり、「飽きのこない万博」を実現し

たことが一因と考えられる。 

 

   1～5回目の来場での 1来場あたりの 1人あたり利用金額 7,３７１円 

   16～20回目の来場での 1来場あたりの 1人あたり利用金額 6,927円 
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※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレ

ジットカード・iD決済（2025.4.13～10.13） 

 

（略） 

 

＜国・地域別の人数・件数・利用金額の構成比と 1人あたり利用金額＞ 

インバウンドについては、「1人あたりの利用金額が比較的低いものの決済利用者が

多いアメリカ」と、「決済利用人数は少ないものの 1人あたりの利用金額が高い台湾・

香港」の決済利用者が万博内での消費を牽引しており、この 3地域でインバウンド全

体の利用金額の約 4割を占めている。 

 
※ インバウンド:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）での海外発行の Visa、Mastercard、銀聯の決済（2025.4.13～10.13） 

 
※ 日本人:大阪・関西万博 会場内営業店舗（235店舗）および協会以外の決済利用店舗（海外 15パビリオン）での三井住友カード発行のクレ

ジットカード・iD決済（2025.4.13～８.31） 

（略） 

 

（新設） 
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3.4  参考情報：大阪・関西万博独自電子マネー「ミャクペ！」および顔認証決済 

大阪・関西万博の全面的キャッシュレス決済運用にあたり、万博を契機としたキャッシ

ュレス決済利用者層の拡大や万博ならではの特別体験・先進技術体験機会の提供を目

的として複数の取り組みを実施した。本項目では参考情報として、それら取り組みの

実施結果について考察する。 

 

【3.4 大阪・関西万博独自電子マネー「ミャクペ！」の分析】 

項目 内容 

調査対象 

 

2024 年 7 月 1 日～2025 年 10 月 13 日にミャクペ！およびミャクミャク リワード

プログラムに会員登録した利用者（304,805 人） 

調査方法 三井住友銀行の決済データによる分析 

調査期間 2024 年 7 月 1 日～2025 年 10 月 13 日 

 

＜大阪・関西万博独自電子マネー「ミャクペ！」＞ 

キャッシュレス決済利用者の裾野を拡げる取り組みとして、三井住友銀行が

EXPO2025デジタルウォレットのサービスの一つである万博独自の電子マネー「ミ

ャクペ！」を開発し、サービスを提供した。また、「ミャクペ！」の利用に応じて、デジタ

ルウォレットの利用者に万博ならではの特別体験を提供するステータスプログラム「ミ

ャクミャク リワードプログラム」を実施した。 

 

■利用者の属性分布（年代別、居住地域別） 

2024年 7月にサービスを開始した「ミャクペ！」の利用者数は合計 304,805人と

なった。利用者の年齢層は 30代〜50代がボリュームゾーンとなっており、最も多い

のは 40代の利用者であった。居住地別に見ると、関西エリア在住者が全体の 56％

と過半を占めており、その中でも大阪府在住者が 34％と最多であった。さらに、兵庫

県(11％)、京都府(4％)、奈良県(3％)など大阪近郊府県の構成比も高く、万博会場

周辺を生活圏とする利用者が中核層となった。 
※「EXPO2025デジタルウォレット」退会者の個人情報は保持していないため、下図データには退会者情報を含まない。 

 

 

 

（新設） 
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■利用者の決済実績※ 

ミャクペ！の総利用件数は約 109万件、総利用金額は約 2,271百万円となった。決

済種別の構成は、Visaのタッチ決済が 73.5％、QR加盟店でのコード決済が

25.8％と Visaのタッチ決済の利用が中心となった。年代別の決済種別では、登録者

分布と同様に 30代〜50代の利用件数が多く、特に 40代が最多。 
※ミャクぺ！の決済実績は、システム上の制約により会場内外の区別が不可のため万博会場外の利用を含

む。なお、実績対象期間は、会期前の 2024年 7月 1日から会期末の 2025年 10月 13日まで。 

 

 

 

■ミャクミャク リワードプログラム_ステータス別のユーザー分布 

ブロンズからプラチナにかけてユーザー数が増加し、その後もダイヤモンド・レジェンド

層に一定数のユーザーが分布している。万博への参加に関連する行動によりステータ

スが上昇しやすい商品設計としたことに加え、万博独自の体験価値の高い特典を用意

したことで、積極的に上位ステータスを目指す積極参加層を多く創出した。 
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＜顔認証決済＞ 

■サービス概要 

会場内において、NECが未来型の手ぶらで決済を可能とする顔認証決済サービスを

提供した。会場内の店舗において、通期パス・夏パスのチケット購入者に加えて、入場

チケットの券種に関わらず EXPO2025デジタルウォレットの「ミャクペ!」に会員登録

された方とクレジットカード（Visa/Master）のいずれかの利用者を対象に、万博会

場内の stera terminal が設置された店舗においてサービスを提供した。 

 

■サービス利用状況 

顔認証決済サービスへの登録者数は 82,988名、場内で顔認証決済サービスが利用

可能な店舗数は 178店舗（※）、顔認証決済の総利用金額は 22,369,758円であ

った。（※）235店舗のうちミャクペ！の加盟店契約締結店舗 

 

 

 

 

なお、サービスを導入したオフィシャルストア、飲食店、パビリオン等を対象として、顔

認証決済の利用状況を調査したところ、オフィシャルストア、飲食店の順に多く利用い

ただいた。待ち行列が発生し、スピードが求められる決済シーンでより顔認証決済が
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好まれる傾向が考えられる。 

 

 

 

 

（略） 

 

第７章 インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向 

 

7.2  インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費傾向 

 

＜国・地域別のインバウンド会場外での 1人あたり利用金額と日本滞在日数＞ 

インバウンド決済利用者の万博会場外での 1人あたり利用金額は、会場内決済未利用

の大阪府来訪者と比較して約 1.8倍と高い（会場内決済利用者：87,852円 会場内

決済未利用の大阪府来訪者：49,501円 差:＋38,351円） 

同じ国・地域からの来訪者同士で比較しても、会場内決済利用者の方が万博会場外で

の 1人あたり利用金額が高い傾向が見られる。 

 

① ・・・会場内決済利用者 

② ・・・会場内決済未利用の大阪府来訪者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

第７章 インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費動向 

 

7.2  インバウンド会場内決済利用者の会場外での消費傾向 

 

（新設） 
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※会場内営業店舗（235店舗）での海外発行の Visa、Mastercard、銀聯カードの決済または大阪府来訪者の三井住友カード加盟店での海外発

行の Visa、Mastercard、銀聯の決済（2025.4.13～8.31） 

 

 

 

（略） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2025 年 12月 25 日 

大阪・関西万博 全面的キャッシュレス決済の効果検証報告書（更新版） 新旧対照表 

新 旧      
 

17 / 17 

協力機関、企業一覧 

 

（略） 

 

＜協力企業：データ提供（五十音順）＞ 

くら寿司株式会社 

株式会社ジェーシービー 

Square株式会社（公式参加者 15カ国のパビリオン内店舗） 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

日本電気株式会社 

株式会社三井住友銀行 

 

（略） 

協力機関、企業一覧 

 

（略） 

 

＜協力企業：データ提供（五十音順）＞ 

くら寿司株式会社 

株式会社ジェーシービー 

Square株式会社（公式参加者 15カ国のパビリオン内店舗） 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

（新設） 

株式会社三井住友銀行 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 


